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4鍔暑の礁剛

4周号2003．N。、326

写輿上二松之山申掌校第56圏卒業生

写真下二安蕎松之鐵分校第52園卒業生

ギ議慧餐灘馨糠壽
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　触町内の謝東雛を紹介します～　鋳P捻～至3
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ご霧霧携禽轡議擬驚鰻壽

　～町擾のコメントを賜職しました　鄭P5

糠糞の鷺蔑灘警灘薦
　～漸年震職鰻体網を顛写輿で紹介します～ 麹P6～＄
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樋欝真一一・清美さん

　　　中麗（下）

小出俊之・靖代さん

　　　新　山（小爵屋〉

おくやみ（菟亡）

小ロ　シズさん

相霞久一さん
大箆キクさん
久保爾ヨシノさん

87歳　松之由（与善）

49歳　松之磁（中屋敷）

87歳　下籔漉（そりめ）

82歳　　藍F　根　（上〉

＊2月工資から2月288までの雇出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
　に窓口にお語ください。
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（〉内は煎月との比較

　町民憲章　昭秘，，年，月繊

わたしたちは松之由町罠です。郷土を愛し、
みんなでよりよい町づくりをしよう。

時艮の合書葉

　　i、美しい緑と雪の中で
　　　　　　　　心豊かな人になろう
　　i、ブナの穂が触れ含うように

　　　　　　　　連体の心をもとう
　　i、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　翻造のカを蕩めよう
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般撒 巣位＝千円

懲灘蓉㈱ 出

　
盒
体
と
し
て
減
額
多
算
が
自
立
ち
ま
ず
が
、

申
で
も
穴
き
な
事
業
に
区
切
り
の
つ
い
た
項
目

は
大
幡
減
と
な
っ
て
い
ま
ず
．
「
総
務
舞
」
で
は

森
の
学
絞
ギ
ョ
O
O
の
建
設
費
、
「
徳
窒
費
」
で

は
松
之
由
統
倉
水
遵
建
設
事
業
へ
の
繰
り
出
し

盆
、
「
震
赫
水
産
業
鐙
し
で
は
新
工
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
調
奮
費
や
繋
単
Φ
由
間
地
地
域
、
整
蒲
事

業
な
ど
の
減
額
が
主
な
要
鶴
と
な
っ
て
い
ま
す
．

㎝
方
「
麗
盗
費
」
は
、
今
驚
度
建
設
さ
れ
る
松
之

由
統
禽
保
薄
駈
建
設
蓼
業
に
よ
り
、
察
出
し
た

選
額
と
な
っ
て
い
ま
ず
．
濠
た
構
金
返
済
に
発

て
る
「
公
儀
費
」
も
懸
額
し
て
い
ま
ず
。

　　　　　　　　　●予備費●労働費
　　　　　　　　　●諸支畠金　　　　　　　　　　議会費　葉．7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護や保畜斬の運営等に

広域消防負撞金、窮消防団費の

負撞金等に要する費硝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生費6．7％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癖予防・予防接種・母子保燵．

灘墨畿騰蟹欝饒絹／
　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　一　　　●商コ［二費　　5．3％

　　　観光に闘するイベントや蜜伝及び施毅整備、
　　　スキー場の運営、温泉センターの運営等に要する費用

維持修繕費　肇3ス5肇6（43％）

積立金45Q〈αQ2。

投資及び出資金

貸付金6，GOO（ω8

予備費竃ηO（ω。

繰鐵金
306，88簾（駄5％〉

　補助費等
　520，420G6，2％）

　　物件費
　　457，004G42％）

　　災害復照費

欝鑑雛
聯翻　糠

3

要する費馬

農林水産業費　嘩4．8％
農業委員会の運営、農業者年金、餐種農業基盤の整備、

畜産振興、造林・治山・林道整備等に要する費駕

公債費
405，456〈崖2β％）

＼一鉄助費
　47β80（1。5％〉

　　　箏算には色々な晃方が

　　　あります。

このグラフは、絡奪度の予算が

どのような分野で漢題されるの

かを牲質雛に区分した

ものでず。

3月議会で成立

一艦会欝轍総額 鐙麟，蹄搬翻
【対前年度4億9，000万円（11．3％）の減額予算】

　新年度予算を審議する3月定例議会が、3月4
田からi2欝まで開催されました。予算案は本会議

にかける蔚に予算特別委員会で審議されます。こ

の魔には、爽際に仕事をしている係長クラスの職

員が順番に出篇し、握当している予算項目につい

て詳綱に説明し、質問に答えます。委員会で採決

された予算案は、最終購2績に本会議にかけられ、

漂案どおり可決されました。

一般会計歳入

　　　　填　 獺

　　　　糠　　税

　長畷く不況で國税・地方税とも傭びが期待でき

なく、町の叢財源である地方交付税も年々減少し

ています。このような惰勢の中、町の王5年度予算

は一・般会謙で三1．3％減、特別会欝で12。3％減と、い

づれも大幡減額予算となっています。厳しい財政

状況ですが、限られた財源を有効に活罵し、町罠

が安心して暮らせる町づくりをめざした予算です。

今園はグラフと表により新年度予算を紹介します。

地方交付税
地方公共翻俸の状況に慮じて、

畿から交付される財源

町債
大きな事業を行う場合に、

驚が負う借金

地方交付税灘
　47．2％

単位；千鶏

壊減率く紛

　鐵簗雛
　　慧．欝

　礁欝
　鱒麟麟
　i灘磯欝』

　　窪欝

蕪

　
盒
体
的
に
は
購
税
な
ど
の
自
主
財
源
率
が
熔

％
し
か
な
く
、
依
然
と
し
て
地
篶
交
麺
税
の
占

め
る
割
盆
が
穴
き
い
茅
算
と
な
り
蓉
し
た
。
蒙

た
不
溌
の
聴
代
を
硬
膜
し
て
、
税
蝦
鱒
係
の
歳

入
は
薪
並
み
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
．
「
縫
罵
料

及
び
手
数
料
」
の
大
騙
な
燧
額
は
、
里
翻
プ
ラ
ン
・

森
の
挙
校
「
キ
3
0
0
」
讐
の
入
館
料
が
盆
な
財

源
で
ず
．
「
薗
鷹
支
出
盆
篇
の
懸
額
は
、
今
黛
贋
建

築
さ
れ
る
統
盆
保
蕎
醗
へ
の
國
藻
補
髄
盆
が
大

き
な
要
鵬
で
す
。
麟
騰
の
減
額
は
、
森
の
学
校
「
キ

ョ
O
O
」
建
築
費
分
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
主

な
要
馨
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　町税6．5％
　町昆税・瞬定資産税・軽良動童税・町たばこ税・入湯税など

　　　　　　　　　　　　　　繰入金　3．8％　目的に慈じた各種基金からの繰入金

鞭
　　　　　　　　　　　　　　繰越金　3．2％　前年壌繰越金

　　　　　　　　　　　　　諸収入1．璽％

依存財源

　　　地方譲与税　　傑．2％　　自動車蚕羅譲」等税・地方道路譲」与税

　　地方消費税交付金　O，8％
　　消費税の内、地方公共醗体に交付されるもの

　　その穂各種交付金　α8％
　　欝動寧取得税交付金など

　藥支出金　織3％
　餐種事業に対して、粟が支払う負擾金や補勘金

国支出金　3．5％
各種事業に朗して、国が支払う負担金や補勤金
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　　　　　　　額．　　　　纒鰻静職籔金灘　　　撫欝懸

【対前年度2億3，995万円（12．3％）の減額予算】
単位1干円

増度鮒

　65歳以牌ヒの方の緩療費は、國厩健康保険や役会保険

を問わず緩療保険撫入省からの拠出金による基金を作り、

助け合いの精神で運営されています。したがって、か
かった鷹療費は支払基金から支払われてき豪す。今年

度は算定基準の醐係から緩療費が減額となり、その分
予算減額となりました。

【圏保事業勘定i

　皆様から納めていただく園浅健康保険税や國からの
支患金などの歳入を、匿療費の支払いや老人保健事叢
への鎚慮金などの歳出に充てます。老人保健搬鐵金は購々

年度にかかった隆療費をもとに算出されるため、今年

度予算では減額となりました。

　麟馨で介護されている方に町のヘルパーが訪問し、

介護や入浴サービスなどを提供します。利用奢負撫も
いただきます。

【松之由診療所勘定i

　皆織が診てもらう蒋の診療収入や、圃保事業勘定・

一般会謙からの繰入金などの歳入を、診療所の運営に

充てています。4月より調翻を艮問薬燭に委託したこ
とにより、薬局業務の大幡な減額予算となりました。

　水道穫驚料金や園庫支鐙金、一般会欝繰入金などの
歳入を、施設の建設・改修・維持管理・趨憐の償還金

などに充てます。今年度は兎口に建設中の松之山統合
浄水場建設費の減額が、大編な減額予算の要聾です。

　皆様から納めていただく介護保験料や騒・察からの支

出金などの歳入を、各種介護サービスの歳出に充てます。

　下水道使用料金や…般会計繰入金などの歳入を、施

設の維持管理費、起憤の僕還金などに充てます。建設
工事が終わり維持管理が童業務となったため職員体綱
の見直しによる減額予算となっています。

㊥
締

　籍算度事業内容については、後臼

盆鰍こヂよくわかる今奪の予算」を

お麟けしまずのでご覧下さい．

　また4月218からi爽施ずる集落懇

談盆の鷺でも説鎗し濠す．　（P鱗お

知らせコーナー参照）
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【対前年度2億3，995万円（12．3％）の減額予算】
単位1干円

増度鮒

　65歳以牌ヒの方の緩療費は、國厩健康保険や役会保険

を問わず緩療保険撫入省からの拠出金による基金を作り、

助け合いの精神で運営されています。したがって、か
かった鷹療費は支払基金から支払われてき豪す。今年

度は算定基準の醐係から緩療費が減額となり、その分
予算減額となりました。

【圏保事業勘定i

　皆様から納めていただく園浅健康保険税や國からの
支患金などの歳入を、匿療費の支払いや老人保健事叢
への鎚慮金などの歳出に充てます。老人保健搬鐵金は購々

年度にかかった隆療費をもとに算出されるため、今年

度予算では減額となりました。

　麟馨で介護されている方に町のヘルパーが訪問し、

介護や入浴サービスなどを提供します。利用奢負撫も
いただきます。

【松之由診療所勘定i

　皆織が診てもらう蒋の診療収入や、圃保事業勘定・

一般会謙からの繰入金などの歳入を、診療所の運営に

充てています。4月より調翻を艮問薬燭に委託したこ
とにより、薬局業務の大幡な減額予算となりました。

　水道穫驚料金や園庫支鐙金、一般会欝繰入金などの
歳入を、施設の建設・改修・維持管理・趨憐の償還金

などに充てます。今年度は兎口に建設中の松之山統合
浄水場建設費の減額が、大編な減額予算の要聾です。

　皆様から納めていただく介護保験料や騒・察からの支

出金などの歳入を、各種介護サービスの歳出に充てます。

　下水道使用料金や…般会計繰入金などの歳入を、施

設の維持管理費、起憤の僕還金などに充てます。建設
工事が終わり維持管理が童業務となったため職員体綱
の見直しによる減額予算となっています。

㊥
締

　籍算度事業内容については、後臼

盆鰍こヂよくわかる今奪の予算」を

お麟けしまずのでご覧下さい．

　また4月218からi爽施ずる集落懇

談盆の鷺でも説鎗し濠す．　（P鱗お

知らせコーナー参照）

難

新
年
度
を
迎
え
て

合
併
闘
題
を
こ
う
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
長
佐
藤
　
利
幸

田　
　
猿
町
広
域
圏
合
鎌
径
意
協
議
会
が
発
是
し
て
、

　
　
す
で
に
灘
翻
の
会
合
が
も
た
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
事
務
段
階
で
も
、
各
分
野
に
分
か
れ
て
の
分

科
会
が
も
た
れ
た
り
、
専
門
部
会
や
幹
事
会
、
さ

ら
に
新
市
の
将
来
構
想
検
討
委
員
会
な
ど
で
会
議

が
行
わ
れ
、
多
方
薦
か
ら
検
認
を
進
め
て
お
り
ま

す
。団　

　
内
で
は
、
各
階
屡
の
み
な
さ
ん
が
参
撫
さ
れ

　
　
て
い
る
「
町
合
磁
検
討
委
員
会
橘
を
設
け
た

り
、
議
会
で
も
「
市
町
村
合
併
特
溺
委
員
会
漏
を

設
置
し
て
合
磁
問
題
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

凹　
　
か
し
こ
こ
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

　
　
現
段
陵
で
は
含
併
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
議
会
で
承
認
さ

れ
た
「
法
定
協
議
会
恥
の
設
立
を
見
な
い
限
り
、

正
式
な
決
定
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
跨
村
合
併
は

住
蔑
の
慧
陶
を
充
分
尊
重
し
た
、
住
践
の
理
解
が

十
分
得
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
な
ら
な
い
問
題
で

あ
り
ま
す
。

国　
　
は
、
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る

　
　
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
住
罠
の
皆
様
に
は

「
禽
餅
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
」
　
「
し
な
い
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
資
料
を
承
し
、
住
践

各
位
の
意
両
を
調
萱
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

議
会
と
十
分
協
議
し
た
上
で
の
方
鋭
決
定
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

囹　
　
町
村
合
併
の
問
題
は
、
住
浅
が
将
来
に
不
安

　
　
を
感
ず
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
も
の
で
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
先
般
十
鷺
町
市
で
地
方
分
権

と
策
町
村
含
併
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
基
調
講
演
の
講
麟
は
、
広
域
型
の
市
町

村
合
併
で
は
な
く
「
地
域
内
分
権
』
が
必
要
で
あ

り
、
今
の
布
瞬
樗
は
成
熟
し
た
市
町
輝
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
…
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
損
な

う
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
捲
摘
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
「
地
域
内
分
権
偏
と
は
、
露
市

町
村
単
位
の
自
治
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方

で
、
た
と
え
ば
新
帯
の
蟹
長
の
下
に
鍛
覆
町
醤
挙

位
に
鷹
長
を
置
き
、
十
数
人
で
構
成
す
る
「
地
域

審
議
会
漏
を
認
め
、
合
併
後
も
地
域
の
慧
見
を
行

政
に
反
映
で
き
る
鋤
度
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
が

溝
え
ら
れ
ま
す
。

凹　
　
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
年
度
は
合
併

　
　
に
対
し
て
の
方
肉
を
示
さ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
住
罠
の
み
な
さ
ん
の
議
論
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　脇議会で審議される内容は禽

併後を前提に進めており、住戻の

岡意は先送りしているのでは…・

という意箆が先の協議会の席上

で傍聴人から発書されました。こ

の協議会の一番の目朗は、合耕の

是非を覇漸するため、仮に含併し

た場合考えられる可能な隈りの

資料を作成して皆様にお示しす

ることとご理解下さい。次園協議

会から900項目に及ぶ調整事項

が次々に提案されてきます。みな

さまぜひ傍聴にお畠かけ下さい。

㊥鑑雛難　
㎜
…
…
禽
併
寮
愚
場
禽
の
露
露
綜
門
懸
設
禽
餅
』
鵜
決
驚
…
…

　
　
　
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
＠
の
注
目
点
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
｝
点
目
は
、
念
併

　
　
　
す
る
鵬
合
に
ど
の
よ
う
な
応
式
を
採
縮
す
る
か
と
い
う
駿
も
墓
本
的
で
璽
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り

　
　
　
　
3
月
飾
8
、
第
3
翻
合
併
任
慧
協
議
盆
が
頑
酉
麟
総
合
セ
ン
タ
…
で
開
　
貼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　　μ西
v，w’“κ

　，削，　や酬　w　噛、v　帖洲w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卍蝦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋　　　　　　　　　　　　　　　　　｛鮒　　　　　　　　　　　　　　　　、ザ～　　　　　　　　　　　　　　　　｝，　　　　　　　　　　　　　　　　■跡　　　　　　　　　　　　　　　、醒■　　　　　　　　　　　　　　　尭吊ヤ　　　　　　　　　　　　　、｝■晒冗　　　　　　　　　　　　惰、噛　　　　　　　　　　　“｝’ヂ、帆り　　　　　　　　　　w轍　　　　　　　　　　い■’κ｝　　　　　　　　　職　　　　　　　　伸、　　　　　　　　、「願　　　　　　　脚醒　　　　　　　μ冒　　　　　　、“、　　　　　　蝦吃■胴　　　　　り｛閥■　　　　晒w、　　　　納甲　　　肺■　　、嚇　　嚇　い軸㌔

要
な
問
題
で
す
が
、
本
協
議
会
に
お
い
て
「
新
設
含
憐
し
で
進
む
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
盆
餅
に
は
、
構
成
欝
覇
繕
の
中
で
羅
も
大
き
な
幣
に
地

の
市
鱒
魯
が
級
収
さ
れ
る
形
に
な
る
「
編
入
8
餅
砧
と
、
構
成
帯
麟
癒
が

併
し
が
あ
り
ま
ず
。
本
協
議
会
の
5
節
聴
麺
が
新
設
合
雛
す
る
場
合
は
、

た
と
え
ば
覇
帯
の
名
称
も
金
く
新
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
皆
様
も
こ
の

こ
と
を
頭
に
入
れ
た
上
で
ε
雛
問
題
を
お
考
え
下
さ
い
、

　
二
点
目
は
新
帯
将
采
構
惣
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
建
）
が
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
．

①
新
衛
の
墓
本
邊
憲
・
将
來
像
及
び
墓
本
目
標
（
案
）
の
決
建

　
5
角
の
「
瓢
布
将
来
構
想
検
討
委
曼
盆
」
で
決
楚
し
、
6
月
の
「
協
議

対
響
の
立
協
で
倉
雛
し
、
盒
く
瓢
し
い
市
を
構
築
し
て
い
く
「
穎
設
合
齢
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購

盆
」
で
中
間
報
告
す
る
。

②
全
体
案
の
決
建

　
8
月
の
「
穎
帯
将
来
構
想
検
討
委
曙
p
輿

会
し
で
決
憲
し
、
8
月
の
、
協
議
盆
」

で
鑛
終
答
＄
す
る
、

③
成
果
¢
5
β
ロ
の
配
布

　
本
編
は
各
委
轟
に
配
布
さ
れ
ま
ず
が
、

要
点
を
ま
と
め
た
門
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
し

を
作
成
し
、
5
南
窃
難
の
く
護
P
に
配
布

し
ま
す
。
　
（
糧
月
を
予
定
）

　
こ
の
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
は
住
饒
説
明

会
の
資
料
や
、
み
な
さ
ん
が
含
雛
の
建

非
を
考
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
爾

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

　
な
お
本
協
議
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

後
8
発
行
さ
れ
る
「
協
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
覧
下
さ
い
、

嚇　騨籔縛覇漿裁驚議膨
　　　馨ヨ時＝平成壌5年4月璽8…嚢（金）

　　　会琢松代町総合センター〈松代晦松代〉

　主　・新騰fの‘名称をどのように選建1するかを審議し裏す。
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～みなさまと顔の見えるおつき合いを～

i町長

1佐藤利幸
鋤役
ll小野塚良雄

露

明夫

1一成防災・庶務）

一男
交通安金）

一雄
務）

藷
麟
臨
難
桶
籔
噺
礁
瓢
催
騰
相

織
鼠
聡
鐘
豊
霧
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舞川勝博，
（庶　務〉

行政係

鈴木正行i（運転員〉

行政係

相沢和子
（聡務員〉

行政係

相沢秋男
（合併任意協議会出両）

行政係

樋口幸宏
（合併任意協議会掛陶）

財政係長

高橋良一
　　　（財　政〉

雛
驚
豊
墨
豊
黛
癬

財政係

小野塚和恵
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財政係

相沢正和
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小林　　哲
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驚
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黛
鼠
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戸
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係
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準
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亙

　
　
　

　
幸
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正
遭
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麟
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轟畿
ゆう　あ

祐愛ちゃん（2歳）

佐藤　愛さんの長男
　　（天水越・五兵工）

顧ぼく「ゆうあ」っていうんだ．広報のおじさんも間

違えたけど、元気な「男の子」なんで、そこんとこよ

ろしく。懸ぽくんちの家族は5人。おかあちゃんとジ

ジ・ババとおっきいじいちゃん、それに犬のジコリー。

みんなとっても大好きさ。田2月にたくさんの入達と

一緒に月岡温泉に行きました。おっきいボチャに入っ

たりごちそう食べたり、すっごくも楽しかった。あっ、

いけない1あそこって美入になる温象だった。■ちょ

っと慧外だけど、ぼく氷川きよしの大ファンなんだぞ、

5月のコンサートにはおかあちゃんと行って、い～っ

ぱい癒援してくるんだ』

【お母さんから一言】

すべてを愛し、すべてに愛される強い入間に成長して

欲しいです．～晦雁にならなくともいい　もともと特

君§な　“Only　　One”　～

電話で薬を
　　頼むときは

峨

？2

◎今までのように診療駈に電話をしてくだ

　さい。薬を取りに采るときもまず診療研

　においでください。

躍灘麗馨纂濃鰯鰯
鰻麟雛羅灘

　
4
月
よ
り
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
餐
坂
先
生
が
担
当
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
誕
題
を
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

嚢
魯
曝
轡
韓
齢
轡
轍
魯
簿
傘
鱒

も
勾

あ　ゆみ

亜弓ちゃん（2歳〉

久保紹久夫・書子さんの長女

　　　　　（新密・宅院）

籔わたしね、すべり台で遊ぶのがだ～い好き。今8は

お気に入りのすべり台の上でパチリ！．ここにあがる

と自然に笑顔になっちゃうの。どう？ほんとに楽しそ

うでしょ。籔ちょっと紹介が遅れちゃったけど、わた

し家族のみんなからは、ヂあゆちゃん」って呼ばれま

す。カレーやラーメン・いちごが大好きな、今風な女

の子って感じかな、綴ちょっと前になるけどね、パパ

やママ違と上越水族餓こ行ったんだ、、いろんなおさか

なさんがい～っぱいいたよ。ねえ知ってた？ペンギン

さんて水の中でもすいすい泳ぐんだよ。あゆもあんな

にうまく泳げたらいいな一．

【ご爾親から一書】

健康でやさしい子に蕎ってほしいです

薬代が高くなる
他の病院にかかるときと
　飼じになるということです

　4月から薬局ができて、薬代が高くなる
と奮われているようです。本来お薬は薬剤

舗が調剤し、その技術料として「調麹料」

を隻払うことになります。今まで松之山診

療所では薬剤師がいないので、特鯛として

医舖の指示・監諺の下に蕎護舖が調剤して

いました。これはあくまで特働であり、そ

のために調劃料をいただくわけにはいきま

せんでした。ですから今ままでは松代病院

や十8麟病院にかかった騰、松之由診療所

と金く悶じ薬を岡じ8数分もらっても、調
剤料の分だけ高くなっていました．

　4月から松之宙診療莇でも薬局で薬をも
らうことになりましたが、会計は抱の病院

と飼じになるのであって特に高くなるとい

うことではありません。
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学

学校教膏係

高橋重勝
　　　（運転員）

松之山小学校用務員

相沢秀雄
　　（学校期務員）

浦田小学校胴務員

滝沢　　正
　　（学校罵務員）

松之山中学校爆務員

山岸利通
　　（学校罵務員〉

生：涯学蟹係長

田辺久子
（猛涯学蓼・山村留学〉

生涯学習係

福原諭祐
　（文化財・文化行政）

生涯学習係

高橋千春
　　（生涯スポー一ツ）

派遣祇会教育叢事

金子禎人
　（松代町と広域兼務）

圃際交流貴

レベッカ。ノーリン

第2回大地の舗祭稀灘欝躍撲麹1ス』講欝簸斑綱1
7月20爲～9月7臼に闘縫する第2回大地の芸衛祭では、牽撮町広域圏6市町村の各所で多数のアート作贔が展示されます。

闘催に先立ち、これ王枚でどこの会場の作贔も鑑賞できる、f共通パス」券を餉売り飯売します。この機会にぜひお求め下さい。

※ただし、各毒町村のステージ施設（森の学校キョロ滋など〉の場合、入館はできますが展覧会などは斯定の溺料金となります。

★広域6市町村の住艮の方は……　　　★広域6市町村外の方該当する難により撚め下さい。

　f地域優待パス券」をお求め下さい。

　高校生以上．一般は500円で、5月中旬頃役場で回覧

　串し込みをとります。小中学生には掌校で希望を

　とり、無料で配布します．（券がないと無料では鑑

　賞できません〉

戴象区分 朗閣中髄格 葡売り髄格

一　　般　　絹 2，400円 2，000需

学生及び65歳以上爾 2，000円 嘆，600円

小・中・蕎校生 700円 700F…

　　　　　　実行姿員会事務燭花し025アー57－2637
雛騰雛欝または松之醐鵬振興課胤・25鵬棚

公式ホームページht雛〃www．echlgo－tsumarl．｝p

麟　
一

翻
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

8

I
O
①
①
ー



　
6

轟畿
ゆう　あ

祐愛ちゃん（2歳）

佐藤　愛さんの長男
　　（天水越・五兵工）

顧ぼく「ゆうあ」っていうんだ．広報のおじさんも間

違えたけど、元気な「男の子」なんで、そこんとこよ

ろしく。懸ぽくんちの家族は5人。おかあちゃんとジ

ジ・ババとおっきいじいちゃん、それに犬のジコリー。

みんなとっても大好きさ。田2月にたくさんの入達と

一緒に月岡温泉に行きました。おっきいボチャに入っ

たりごちそう食べたり、すっごくも楽しかった。あっ、

いけない1あそこって美入になる温象だった。■ちょ

っと慧外だけど、ぼく氷川きよしの大ファンなんだぞ、

5月のコンサートにはおかあちゃんと行って、い～っ

ぱい癒援してくるんだ』

【お母さんから一言】

すべてを愛し、すべてに愛される強い入間に成長して

欲しいです．～晦雁にならなくともいい　もともと特

君§な　“Only　　One”　～

電話で薬を
　　頼むときは

峨

？2

◎今までのように診療駈に電話をしてくだ

　さい。薬を取りに采るときもまず診療研

　においでください。
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亜弓ちゃん（2歳〉

久保紹久夫・書子さんの長女

　　　　　（新密・宅院）

籔わたしね、すべり台で遊ぶのがだ～い好き。今8は

お気に入りのすべり台の上でパチリ！．ここにあがる

と自然に笑顔になっちゃうの。どう？ほんとに楽しそ

うでしょ。籔ちょっと紹介が遅れちゃったけど、わた

し家族のみんなからは、ヂあゆちゃん」って呼ばれま

す。カレーやラーメン・いちごが大好きな、今風な女

の子って感じかな、綴ちょっと前になるけどね、パパ

やママ違と上越水族餓こ行ったんだ、、いろんなおさか

なさんがい～っぱいいたよ。ねえ知ってた？ペンギン

さんて水の中でもすいすい泳ぐんだよ。あゆもあんな

にうまく泳げたらいいな一．

【ご爾親から一書】

健康でやさしい子に蕎ってほしいです

薬代が高くなる
他の病院にかかるときと
　飼じになるということです

　4月から薬局ができて、薬代が高くなる
と奮われているようです。本来お薬は薬剤

舗が調剤し、その技術料として「調麹料」

を隻払うことになります。今まで松之山診
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医舖の指示・監諺の下に蕎護舖が調剤して
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と金く悶じ薬を岡じ8数分もらっても、調
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相沢秀雄
　　（学校期務員）

浦田小学校胴務員

滝沢　　正
　　（学校罵務員）

松之山中学校爆務員

山岸利通
　　（学校罵務員〉

生：涯学蟹係長

田辺久子
（猛涯学蓼・山村留学〉

生涯学習係

福原諭祐
　（文化財・文化行政）

生涯学習係

高橋千春
　　（生涯スポー一ツ）

派遣祇会教育叢事

金子禎人
　（松代町と広域兼務）

圃際交流貴

レベッカ。ノーリン

第2回大地の舗祭稀灘欝躍撲麹1ス』講欝簸斑綱1
7月20爲～9月7臼に闘縫する第2回大地の芸衛祭では、牽撮町広域圏6市町村の各所で多数のアート作贔が展示されます。

闘催に先立ち、これ王枚でどこの会場の作贔も鑑賞できる、f共通パス」券を餉売り飯売します。この機会にぜひお求め下さい。

※ただし、各毒町村のステージ施設（森の学校キョロ滋など〉の場合、入館はできますが展覧会などは斯定の溺料金となります。

★広域6市町村の住艮の方は……　　　★広域6市町村外の方該当する難により撚め下さい。

　f地域優待パス券」をお求め下さい。

　高校生以上．一般は500円で、5月中旬頃役場で回覧

　串し込みをとります。小中学生には掌校で希望を

　とり、無料で配布します．（券がないと無料では鑑

　賞できません〉

戴象区分 朗閣中髄格 葡売り髄格

一　　般　　絹 2，400円 2，000需

学生及び65歳以上爾 2，000円 嘆，600円

小・中・蕎校生 700円 700F…

　　　　　　実行姿員会事務燭花し025アー57－2637
雛騰雛欝または松之醐鵬振興課胤・25鵬棚

公式ホームページht雛〃www．echlgo－tsumarl．｝p
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卒業生1ことってこの8は明臼への旅立ちと周聴に、

　鑑生・荏校生・友人など富分を奮んでくれた

　　人たちとの則れの瞬でもありまず。

　　そして親もまた、孕供からだんだん

卒業しなければならない簾目の跨なのでしょう。

　　　　　笑顔・涙・希望・不安、

　　　どれもみんな感動の一コマです。

　　　　　　顛め羅経験寮る松滋戯轡欝絞の

　　　　　鯵業銭盗畿篤移羅感1鐸鍵鍵1ぽ愚

　　　　　羅懸厳粛嶽雰翻戴潔灘幾。盤餐懸

　　　　　　懸ぽ全員が緊張膨、

叢毬灘懸額悪普段老まっ謎蕉違う

　　　　　　　　　　　　　　や蓑精巻雛麟蝶灘護。懸膨羅一灘　　　　－
　　　　　　　　　　　　　’1　　合（蝶萄鋪縫繍裟懸秦業謹書懇郵誘　　　〃6融

取麹匿歩蕉姿癒鐵薫樋る老、一戴

一鑑が老i羅i蓬歳暴叢瀧1美う垂こi愚お

職叢勝懸。簗業盤織蓑の換拶漁灘

鮫鑑瀞郵の撲拶誉囎鱒懇麟る遜、

秦業勝懇蔓鰹盤捷懸窪校盤も、網学絞と樋う識き

燦蝋欝お灘縢匿励§詫瀬張の薫き蓬葱痛感勝ま総｝

蓬。蓬麟懇蕩授澄麟う薪穆瞬藥境の璽欝圃獲談滋

に頑張菊懇欲1鍮縫瀬馨麟球i霧。

松婁爆業i機の楽業識確鐡驚凝巻、窃戴の秦業盤

を髭送る護老1櫨認潅懇勃職膨蕎懇麟讃鐵懸。β炎

　　　　　総嚇の準業盤老鱒溺のぽ私臨ぽ想

糠

　　　　導簿　　書疹
　　ζ　“
　　ワ

豫漆懸毒癒瀞の羅癒燐。灘数ぽ葱

羅懸糞癒欝鞠蓬懇燐が載窯綾灘鮭

懇懸家族繭灘、羅業鑑縷漆爾親の

iう灘雛慈籔嶽お額懇発懇麟る謹塞

繊礎霧懸縫懸晦蓑毬蓬、6炎のお

父楼灘が譜誉灘悲滋澄灘歌、演奏

懸薮蒸懸麟象的饗捗羅。懇群羅簸

月繊ま松選幽鱒業校匿譲戴禦謎醗襲漆。懸護懇皆

き茄芝繋お套鱒灘懸る猿懇、私懸楽蔭雛礎待雛灘騰

叢叢。　　　　　　　　蕊磯勘携・鑓轍難》
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き
な
卒
業
式
で
し
た
．
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第4回越後松之山里山学会開催9
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ノ
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3
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　里由学会も4園目となり、今翻は金沢大学の中村教授を講晦に、岡大学で展闘されてい

るギ角問の墨密然学校の試み」と題して講演をしていただきました。金沢大学は金沢城跡

にあったキャンパスを郊外に移転しましたが、標蕩50m～雄0撒の広大な敷地の一一一部を

できるだけ手を撫えないままで保存し、璽山の霞然を大学の醗窺や子供達の体験の場な

どで活鵬する試みを続けています。6月に闘館する森の学校ヂキョロロ三も、須山周辺の墨

由で事業が展開されますが、先駆巻の意見として興瞭深いお語をしていただきました。

6
ヌ

葉
網

／
鉗

3
【

ち
っ
ち
ゃ
い
地
区
の
で
っ
か
い
輪
麗

　
シ
…
ズ
ン
最
後
を
締

め
く
く
る
下
布
構
地
鷺

雲
上
運
動
会
が
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

区
行
事
の
時
は
ど
こ
の

家
も
留
守
に
な
る
と
い

う
ま
と
ま
り
を
持
つ
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
の

鷺
も
子
供
か
ら
お
年
寮

り
ま
で
た
く
さ
ん
の
住

民
が
集
ま
り
ま
し
た
。
工

夫
を
凝
ら
し
た
競
技
に

遡
欝
八
蕃
し
な
が
ら
も
、

終
始
笑
い
の
絶
え
な
い

秘
や
か
な
運
動
会
で
し
た
、

3／15ζS醐’》蓬6髪s㈱

春
を
告
げ
る

可
憐
な
花
の
魅
力

　
松
之
山
町
露
翻
葦
の
会
が
主
催
す
る

「
霧
翻
草
展
示
会
幅
が
休
養
村
セ
ン
タ
…

で
鵬
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
会
員

が
我
が
子
の
よ
う
に
丹
精
込
め
た
自
慢

の
作
贔
が
と
こ
ろ
狭
し
と
咲
き
誇
り
、

訪
れ
る
人
の
臼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
磐
割
草
は
交
醒
技
衛
の
進
歩
に

よ
り
、
自
分
で
様
々
な
品
種
を
作
り
患

せ
る
と
い
う
こ
と
で
愛
好
麿
も
多
く
、

千
を
越
え
る
株
を
脊
て
て
い
る
人
も
あ

る
そ
う
で
す
。

3／擁5
ISA了墨

自
然
っ
て

　
　
　
不
思
議
鴛

　
公
蔑
館
主
催
・
野
柴
木
先
盤
の
松
之
山

自
然
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
野
生
動

物
の
生
態
な
ど
を
お
聞
き
し
た
あ
と
松

口
方
函
に
嶺
か
け
、
髭
跡
な
ど
か
ら
動
物

た
ち
の
行
動
を
探
る
方
法
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
川
沿
い
の
雪
の
上
に
は
噸
ユ

キ
ム
シ
恥
が
い
ま
し
た
が
、
こ
の
虫
は
幼

虫
時
代
を
川
で
遇
ご
し
、
成
滋
に
な
る
捻

月
頃
か
ら
は
餐
ま
れ

た
上
流
地
点
め
ざ
し
、

雲
の
中
を
廼
々
と
旅

を
す
る
す
ご
い
奴
だ

そ
う
で
す
。
春
を
…

番
書
ん
で
い
る
の
は

ユ
キ
ム
シ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

上流方肉噂

ン　　　　　難羅

みんなよ流に向かっていきまずo
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僕
の
第
2
の
『
ふ
る
里
臨
だ

　
松
之
山
学
園
第
絡
期
生
の
修
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

翻
の
修
鐵
盤
は
、
1
俸
間
の
留
学
生
括
を
元
気
に
遍
．
こ
し
た

鈴
木
擁
人
舞
の
1
名
で
す
。
掻
人
霧
は
竹
内
啓
一
郎
さ
ん
（
豊

灘
・
勘
助
）
家
族
の
子
供
と
し
て
生
活
し
な
が
ら
学
校
や
地

域
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
撫
し
、
た
く
ま
し
い
浦
醗
っ
子

に
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
i
奪
問
の
思
い
繊
を
つ
づ
っ
た

俸
文
発
表
で
は
、
不
安
に
駆
ら
れ
な
が
ら
入
圏
し
た
当
蒔
か

ら
、
指
導
員
や
学
校
・
友
達
・
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
き
た
様
子
が
衷
れ
、
出
席
餐
の
感
動

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
．
拓
入
霧
は
6
奪
生
か
ら
横
浜
の
学
校

に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
絡
年
度
の
新

留
学
生
は
い
ま
せ
ん
が
、
学
園
で
は
い
つ
で
も
受
け
入
れ
る

体
鯛
は
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ありがとう！ぼくらの先生3／26
【W箋D】

潮繍

　
町
内
各
学
校
で
、
お
鍛
謡
に

な
っ
た
先
癒
を
送
る
離
任
式

が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
松
之

山
小
学
校
で
の
　
コ
マ
で
す
。

草村茂副団長が
消防庁長官功労章を受章

6
：
2
網障

！
／
W

3
｛

鶏生の池懸葵佳（現学露獺轡曇〉さんと

　
現
征
翻
懸
長
と
し
て
懸
の

運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る

草
層
民
に
、
永
年
鋤
続
功
労

春
と
し
て
清
防
庁
長
窟
功
労

灘
が
県
庁
で
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
氏
は
昭
瓢
銘
葎
に
滴
防

照
員
と
な
り
以
後
30
年
、
分

縢
長
な
ど
役
職
を
歴
任
し
、

平
成
U
年
度
か
ら
槻
職
を
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
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町
へ
の
要
望
や
質
問
な
ど
、
町
長
と

蕩
接
意
見
を
交
わ
す
場
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
参
茄
下
さ
い
。

地
域
外
の
会
場
で
も
参
撫
で
き
ま
す
。

鎖
時
聞
は
い
ず
れ
も
、
午
後
7
蒔
3
0

分
調
会
と
な
り
ま
す
。

地域名　　　月　臼　　　　会　　場

i鱗縷，鯛壁獺織、菱、麟雛簸

難繍難灘覇鍵葦鰹辮欝難
難蟹難華鱒纐鱒…，・鑛鞭麟灘
難灘犠顯灘講灘・、．麟麟辮難灘羅
1麟麟蟻11鰯雛磯綴嚢繊獺鰯馨鍵欝
撫懸鐵、灘灘辮鯛蘇辮囎麹鵜馨i鯉1

蒲麟雛灘『『P、顯…織㈱　　藩鰯難雛蕪

雛灘灘鍵『翻i麟磯欝、き鱗灘灘縷繋灘滋

蕪難難鍵　　覇毒難麹　　　縷1響業繋辮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赫　　　　　　　　　　　　　　芳幾　　　　　　　　　　予慨　　　　　燈欝獲フ
◆期　　　田　4月28β（月〉

◆注射料金2，55Q需
◆登録手数料　3，000円

◆a　程
　小谷集会駈　重0：00～魔0：G5

　黒禽集会筋　荏0：20～葉0：25

　浦照克雪センター　董0135～沿：45

　中立忠集落センター　10：55～蓬嘩IOO

　松之山町役場　η125～箕：45
　上川手公会堂　13：娼～13：20
　下布liiコミュニティーセンター　捻：30～蓬3135

　菓川防雪センター　13：45～蓬3：50

　スキー場駐毒場　14：05～14125

　湯本温泉駐車場　τ4：35～等4：40

　焉年度の狂犬病予防濡尉を次の臼程で行います。

狂犬病予防漉尉は、毎年1籔受けることが義務づ

けられています。犬が病気などの理由で受けられ

ない場合は、必ず獣医締からド瀧尉猶予証明書達

を発行してもらい提出してください。

　動物病院で洗射を受ける場合は事餉に保健セン

ター一に連絡し、後臼濾鮒証明書を提慮してください．

　新たに犬を飼い始めた方、また転入された方で

登録していない犬を飼っている方には鰯劉通知が

発行されませんので、保健センターまでご連絡下

さい。

癖
業
主
向
け
の

「
新
規
学
卒
求
人
申
し
込
み

脱
明
会
』
を
行
い
ま
す

　
平
成
絡
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
、
求
人

申
し
込
み
手
続
き
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

β
　
時
　
平
成
15
年
4
月
爲
覆
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら

会
　
場
　
上
越
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
土
橋
）

主
催
上
越
公
共
職
業
安
定
所

事
業
主
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
労
働
保
健
の
年
度
更
新
乎
続

き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
購
儀
露
の
提
出
と
保
険
料
の

納
付
は
、
来
月
5
月
2
0
臼
（
火
〉

が
期
眼
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
は
、
お
畢
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

次
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
牽
欝
町
市
宇
都
宮
9

　
十
臼
驚
労
働
基
準
監
督
署

　
豊
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特
別
企
画

親
子
わ
く
わ
く
電
気
教
室

　
電
気
を
使
っ
た
不
思
議
な
料

理
体
験
と
、
太
陽
電
池
を
縫
っ
た

メ
リ
ー
ゴ
茎
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。

顕
時
平
成
焉
年
5
月
爲
翼
臼
）

　
　
　
午
渤
m
隣
か
ら
午
後
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
付
）

会
場

　
東
北
電
力
十
β
時
営
業
所

対
象
者

　
小
学
校
4
年
生
以
上
と
保
護
鞍

参
加
料
無
料

定
　
黄
　
鐙
線
（
多
数
の
場
合
は

　
　
　
　
紬
選
と
な
り
ま
す
）

締
切
β
平
成
婚
年
5
月
⑫
旦
月
）

串
込
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
お
客
様
セ
ン
タ
…

　
徹
0
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－
52
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恩
給
受
給
者
の
方
へ

　
恩
給
受
給
渚
が
鐵
年
の
誕
隻

臼
に
合
わ
せ
て
提
出
し
て
い
る

「
恩
給
受
給
権
串
立
書
偏
へ
の
、

町
長
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
が

い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
4
月
よ
り
往
跳
基
本
台
緩
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
獺

し
て
．
恩
給
馬
で
受
給
膏
の
本

入
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
．
こ
れ
か

ら
「
恩
給
受
給
権
串
立
書
㎏
が

届
い
た
ら
、
ご
自
分
で
必
要
事
項

を
記
入
し

て
そ
の
ま

ま
投
函
し

て
く
だ
さ

い
。

ン
い
雄

漿
立
松
代
病
院

内
科
選
を
3
名
体
制
に
発
鍵

　
松
代
病
院
で
は
、
昨
年
3
月

の
大
疋
医
院
闘
院
に
と
も
な
い

内
科
外
来
を
中
心
に
患
春
数
が

増
加
し
、
待
ち
時
問
が
長
く
な

る
な
ど
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
4

月
よ
り
内
科
医
師
を
3
名
と
し
、

で
き
る
だ
け
待
ち
購
問
が
短
く

な
る
よ
う
診
療
体
翻
を
整
え
ま

し
た
。
ま
た
4
月
か
ら
の
年
後

診
療
の
受
付
聴
間
は
午
後
3
時

ま
で
と
い
た
し
ま
す
、
詳
し
く

は
、
松
代
病
院
釜
7
－
2
三
〇

〇
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

歌
会
始
詠
進
歌
に

つ
い
て

　
宮
内
庁
よ
り
平
成
欝
年
歌
会

始
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
が
役
場

に
漏
い
て
い
ま
す
。
希
望
者
に

お
分
け
し
ま
す
の
で
、
総
務
課

行
政
係
・
中
轟
ま
で
ご
一
報
下

さ
い
。

策
頸
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
選
の
お
知
ら
せ

　
ご
利
爾
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

4
月
紹
田
く
9
）

県
立
松
代
病
院

4
月
27
β
（
臼
）

松
之
山
診
療
所

5
月
4
β
（
日
）

県
立
松
代
病
院

禦
7
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2
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0

饗
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4
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難
慧騒鷺鑛

議
鑛
鑛
饗

翻

雑

議
灘
氏
が

無
投
票
当
選
で
再
選

　
4
月
爲
鷺
投
票
欝
の
新
潟
県
議
会
議
員
㎜
般
選
挙
東
頸
城
郡
選

挙
猛
（
建
数
王
）
に
お
い
て
、
立
候
補
奢
は
現
職
の
越
松
二
郎
氏

王
名
に
つ
き
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

鵬糠盤蹄糖蹴燃蹴鰍諦繍一鞘網一㎜苫嚇聯脚覇㎜戦糊

B
7
－
2
ユ
0
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善
意
に
感
謝

　
町
の
擾
禄
事
業
に
と
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
松
之
山
商
工
会
工
業
部
様

　
金
王
8
、
5
3
9
円

◇
松
里
小
学
校
兜
童
会
様

　
金
4
0
、
0
0
0
円

灘講懸灘灘難灘灘灘灘懸灘織鑛鐵灘灘鐵欝織灘慧慧

馨
鑑
霧
叢
鞭

●
「
メ
ジ
日
押
し
」

松
之
山
町
野
鳥
愛
護
会

　
秋
、
玄
関
弟
の
葉
が
落
ち
た
小
さ
な
モ
ミ
ジ
の
枝
に
、
ゴ
ミ
の

よ
う
な
物
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
手
の
履
く
蕎
さ
。
よ
く
見
る

と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
に
小
さ
な
小
鳥
の
巣
、
こ
け
と
カ
ヤ
の
穂

先
と
思
わ
れ
る
枯
れ
草
と
ビ
ニ
ー
ル
を
使
っ
て
い
る
。

　
「
あ
ら
あ
ら
、
こ
の
木
は
い
つ
も
必
ず
雲
に
埋
も
れ
て
し
ま
う

の
に
，
し
か
も
そ
ん
な
低
い
と
こ
ろ
に
作
っ
て
、
あ
～
あ
。
』

　
と
こ
ろ
が
今
冬
は
余
り
に
も
雲
が
少
な
い
。
と
う
と
う
一
度
も

霧
に
埋
も
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
吹
雲
も
枝
に
守
ら
れ
て
平
戯
。

小
鳥
に
は
予
鋤
能
力
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
な
ん
の
巣
？
　
野
鳥
愛
護
会
の
村
山
祐
一
さ
ん
に

晃
て
も
ら
つ
た
。

「
メ
ジ
ロ
で
し
ょ
う
し

「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
は
、
卵
が
か
え
っ
た
ら

ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
』

「
メ
ジ
ロ
押
し
」

7
：
！
　
な
る
ほ
ど
！
“

　
風
の
段
が
多
く
、
そ
れ
で
も
ビ
ニ
ー
ル
砂
繊

維
の
強
さ
で
や
っ
と
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

た
。
三
月
三
9
の
強
風
で
つ
い
に
落
ち
た
。

　
雪
は
予
知
し
た
が
、
風
は
予
無
で
き

な
か
っ
た
惇

　
　
　
　
　
（
文
貴
　
鶴
田
豊
子
）

灘
轡
鐸
灘
欝
鱗
擦
鶏
勲

▼
β
　
時

▼
場
　
筋

▼
身
支
度

違
月
2
6
段
（
土
）

　
午
鹸
5
時
30
分
～
7
時
3
0
分
ま
で

バ
ー
ド
ピ
ア
須
出
（
美
人
林
駐
毒
場
集
合
）

小
雨
・
小
雲
決
行
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
で
す
。

防
寒
藩
と
カ
ン
ジ
キ
は
必
需
贔
。
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町
へ
の
要
望
や
質
問
な
ど
、
町
長
と

蕩
接
意
見
を
交
わ
す
場
で
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
参
茄
下
さ
い
。

地
域
外
の
会
場
で
も
参
撫
で
き
ま
す
。

鎖
時
聞
は
い
ず
れ
も
、
午
後
7
蒔
3
0

分
調
会
と
な
り
ま
す
。

地域名　　　月　臼　　　　会　　場

i鱗縷，鯛壁獺織、菱、麟雛簸
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◆期　　　田　4月28β（月〉

◆注射料金2，55Q需
◆登録手数料　3，000円

◆a　程
　小谷集会駈　重0：00～魔0：G5

　黒禽集会筋　荏0：20～葉0：25

　浦照克雪センター　董0135～沿：45

　中立忠集落センター　10：55～蓬嘩IOO

　松之山町役場　η125～箕：45
　上川手公会堂　13：娼～13：20
　下布liiコミュニティーセンター　捻：30～蓬3135

　菓川防雪センター　13：45～蓬3：50

　スキー場駐毒場　14：05～14125

　湯本温泉駐車場　τ4：35～等4：40

　焉年度の狂犬病予防濡尉を次の臼程で行います。

狂犬病予防漉尉は、毎年1籔受けることが義務づ

けられています。犬が病気などの理由で受けられ

ない場合は、必ず獣医締からド瀧尉猶予証明書達

を発行してもらい提出してください。

　動物病院で洗射を受ける場合は事餉に保健セン

ター一に連絡し、後臼濾鮒証明書を提慮してください．

　新たに犬を飼い始めた方、また転入された方で

登録していない犬を飼っている方には鰯劉通知が

発行されませんので、保健センターまでご連絡下

さい。

癖
業
主
向
け
の

「
新
規
学
卒
求
人
申
し
込
み

脱
明
会
』
を
行
い
ま
す

　
平
成
絡
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
、
求
人

申
し
込
み
手
続
き
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

β
　
時
　
平
成
15
年
4
月
爲
覆
（
金
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午
後
2
時
か
ら

会
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上
越
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
土
橋
）

主
催
上
越
公
共
職
業
安
定
所

事
業
主
の

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
労
働
保
健
の
年
度
更
新
乎
続

き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
購
儀
露
の
提
出
と
保
険
料
の

納
付
は
、
来
月
5
月
2
0
臼
（
火
〉

が
期
眼
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
は
、
お
畢
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

次
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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宮
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電
気
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電
気
を
使
っ
た
不
思
議
な
料

理
体
験
と
、
太
陽
電
池
を
縫
っ
た

メ
リ
ー
ゴ
茎
ラ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。

顕
時
平
成
焉
年
5
月
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翼
臼
）

　
　
　
午
渤
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隣
か
ら
午
後
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
付
）

会
場

　
東
北
電
力
十
β
時
営
業
所

対
象
者

　
小
学
校
4
年
生
以
上
と
保
護
鞍

参
加
料
無
料

定
　
黄
　
鐙
線
（
多
数
の
場
合
は

　
　
　
　
紬
選
と
な
り
ま
す
）

締
切
β
平
成
婚
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5
月
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）
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日
町
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所
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客
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恩
給
受
給
者
の
方
へ

　
恩
給
受
給
渚
が
鐵
年
の
誕
隻

臼
に
合
わ
せ
て
提
出
し
て
い
る

「
恩
給
受
給
権
串
立
書
偏
へ
の
、

町
長
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
が

い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
4
月
よ
り
往
跳
基
本
台
緩
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
獺

し
て
．
恩
給
馬
で
受
給
膏
の
本

入
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
．
こ
れ
か

ら
「
恩
給
受
給
権
串
立
書
㎏
が

届
い
た
ら
、
ご
自
分
で
必
要
事
項

を
記
入
し

て
そ
の
ま

ま
投
函
し

て
く
だ
さ

い
。

ン
い
雄

漿
立
松
代
病
院

内
科
選
を
3
名
体
制
に
発
鍵

　
松
代
病
院
で
は
、
昨
年
3
月

の
大
疋
医
院
闘
院
に
と
も
な
い

内
科
外
来
を
中
心
に
患
春
数
が

増
加
し
、
待
ち
時
問
が
長
く
な

る
な
ど
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
4

月
よ
り
内
科
医
師
を
3
名
と
し
、

で
き
る
だ
け
待
ち
購
問
が
短
く

な
る
よ
う
診
療
体
翻
を
整
え
ま

し
た
。
ま
た
4
月
か
ら
の
年
後

診
療
の
受
付
聴
間
は
午
後
3
時

ま
で
と
い
た
し
ま
す
、
詳
し
く

は
、
松
代
病
院
釜
7
－
2
三
〇

〇
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

歌
会
始
詠
進
歌
に

つ
い
て

　
宮
内
庁
よ
り
平
成
欝
年
歌
会

始
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
が
役
場

に
漏
い
て
い
ま
す
。
希
望
者
に

お
分
け
し
ま
す
の
で
、
総
務
課

行
政
係
・
中
轟
ま
で
ご
一
報
下

さ
い
。

策
頸
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
選
の
お
知
ら
せ

　
ご
利
爾
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。
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く
9
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代
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）
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4
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日
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難
慧騒鷺鑛

議
鑛
鑛
饗

翻

雑

議
灘
氏
が

無
投
票
当
選
で
再
選

　
4
月
爲
鷺
投
票
欝
の
新
潟
県
議
会
議
員
㎜
般
選
挙
東
頸
城
郡
選

挙
猛
（
建
数
王
）
に
お
い
て
、
立
候
補
奢
は
現
職
の
越
松
二
郎
氏

王
名
に
つ
き
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
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善
意
に
感
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町
の
擾
禄
事
業
に
と
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
松
之
山
商
工
会
工
業
部
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金
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、
5
3
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円

◇
松
里
小
学
校
兜
童
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金
4
0
、
0
0
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馨
鑑
霧
叢
鞭

●
「
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ジ
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松
之
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野
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会
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だ
ま
だ
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防
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藩
と
カ
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は
必
需
贔
。

y5



　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が
今
年

も
ス
タ
…
ト
し
ま
す
。
第
1
罎
は
、

入
学
式
と
鰐
政
講
話
で
す
。

▼
期
欝
5
月
8
§
（
木
）

▼
時
間
　
午
麟
m
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
玉
跨

▼
会
場
　
休
養
越
セ
ン
タ
｝

騰舗瀧翻灘罐

　　糞
幾

馨

罪

購尋讐
、賑

　難
　漿

1瓢驚
薫

転、冗

　
冬
期
聞
闘
鎖
し
て
お
り
ま
し
た

浅
総
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
企

瀬
展
を
計
禰
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
綱
絹
く
だ
さ
い
。

▼
醐
館
臼
　
護
月
26
臼
（
土
）

▼
醐
館
鰭
闘
　
午
萌
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
蒋
ま
で

▼
入
館
料
　
大
入
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
王
0
0
円

▼
休
館
9
　
毎
週
火
曜
沼

　　　醸響，潮躍鰯一1灘

　　　　　　麗纒　　顎醸

雛灘螺羅難、
騒鍵難難難難

垂

1　今奪も癒月第2よ曜8を

乎どもたちのための遊びの

i菰鵜として窃然教養繕セン

鼻ターを麗放いたしまず。

、※詳しいプGグラムと聴聞は
i　毎飼チラシでご粟内し蓉す・

乱、v輔、サ’．帥　　　＾酬恥．、－帖”　　肺輯鮒＿、酬輌＾、・，臨w　　猟・　’・

、
3

▼▼▼ね花散
会時鰯ごに歩5
場間β

5
月
磁
臼
（
水
）

午
崩
9
時
～
午
筋
雄
時

町
跳
体
育
館

月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、
お

に
出
か
け
ま
す
。
ど
ん
な
お

会
え
る
か
な
、
楽
し
み
で
す

・灘戯箋　　峯轍灘鑑
補跡事業を活驚して進めてまいりまし

た体8の公饒館麗放ですが、酔年度の利
矯状溌やアンケー一卜等の結果を考慮し、

今無度は毎趨t耀8のみの麗放とさせて
いただきまず、8曜8はド家族のaと
して、各象庭でゆっくりと過ごしていた
だければと思います。

平成15年度　教鍵・講座のご案内　一飾腕翻盤を盈かしでAライ！解

ゆ
　
　
と
　
　
り

　
　
　
　
松
之
密
鰭
生
濫
学
習
だ
よ
り
　
公
饒
館
歌
6
－
2
2
6
5

畢醸

灘

難

灘

講

教塞・講座名 主　　　な　　　内　　　容 簸　　9 対　　象

町艮講座 町の課題について学習しましょう。 5月～蓬月 町昆一般

女牲ネットワーク購会 雄の二一熊基づい燃灘を緬して1嚇，舗や鋤などいろんなことに繊しま凱 5月～3月 女　性

湯鳥大学 松之由郷のシルバーが死気に楽しく学びます。 5肩～胴鐸贋 65歳以上

チャレンジ湯鳥クラブ 松之寅町の自然や歴史など、様々なことを体験を通して学びます。 5月～3月 中学生までの親子

少無野球教整 野球の技術と協力性を学びます。 絹～鵬鍵鉾覇 小学4～6葎

少鐸陸上教塞 陸上の技術とマナーを学びます。 5月～30月 小学生

陶芸教蜜 一般・ゆと侵・親子の3つのコースがあります， 6月～3月 子供から大入

ふるさと歴史教整 町の歴史・文化について学びましょう。 5月～嘩2月 町昆一般

自主サークル活動のご案内 ～みなさんの参伽をお待ちしてい蓑すノ～
四繭」』画ヅ　　　　　づ「　▼　　び獅畷剛

教窯・講座名 主　　　な　　　内　　　容 期　　萄 朗　　象

生け花教霊 山野草を楽しく生1けて、心をリフレッシュしましょう。 絹～囎雛火螂 町艮一般

朗読教豊 楽しく朗読を学び、表現力を高めましょう。 4月～3月 子供から大人

エアロビクス教塞 エアqビクスでさわやかに体を動かしましょう。 婦～12薄毎慰懸 子供から大人

社交ダンス教墜 楽しいダンスを学びます。 4賊聯2鰍翻 騎艮一般

17

籔　
　
　
　

灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　　　嶽之薮麟㎝乙揚へ猟R

1㈲ ほのぼの教塞 16㈹ 松之山中学校がんばり遠足（予定〉

2㈹， 17㈹ 松之山温泉まつり

3dゆ
懇法配念葭　山菜残雪塾（浦照地区）（・5田まで

成人式（妹養村センター・隼蔚9時〉
18（日〉 ジンギスカン食べ放題〈大厳寺高様〉

4〈9〉 休臼救急当番〈漿立松代病院〉 19㈱
5㈲ こどもの8 20㈹
6㈹ 21㈱ エアロビクス

7憾〉 エアqビクス 22㈱ ほのほの教甕

8体〉
湯鳥大学入単式（休養村センター・隼繭蓬0鋳～）

ほのぼの教窯 23㈹
9（劒 24dゆ 探鳥集会（湯本温泉センター一・年莇7鋳〉

10dゆ 子供旗場（休養村センター闘放〉 25〈日〉 休段救急当番（松之山診療勝）

探鳥会（美入林・午前4時30分～〉

11㈲ 26（月）

12僑） 27侠）

13㈹ 28（㈹ エアqビクス

14（が○ ニコニコ教塞
工ア篇ビクス

29（お ほのぼの教整

15（菊 ほのぼの教豊 30㈹
31Gゆ

紙概勲襲懸》
　　　　　　8書間　午前9§寺より

　　　　　　会場　休養粒センター・

轍騰黙総罐
　　　　　　　　　　●写翼は昨年の成人式より

韓
期
9
　
5
月
⑱
縫
（
日
）

韓
期
9
5
月
π
田
（
土
）

今
無
も
イ
ベ
ン
ト
豊
塞
、

お
楽
し
み
に
鷲

※いずれも欝しくは驚観光脇会　費6－30顎まで

y6

l
o
り
O
O
F
I



　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が
今
年

も
ス
タ
…
ト
し
ま
す
。
第
1
罎
は
、

入
学
式
と
鰐
政
講
話
で
す
。

▼
期
欝
5
月
8
§
（
木
）

▼
時
間
　
午
麟
m
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
玉
跨

▼
会
場
　
休
養
越
セ
ン
タ
｝

騰舗瀧翻灘罐

　　糞
幾

馨

罪

購尋讐
、賑

　難
　漿

1瓢驚
薫

転、冗

　
冬
期
聞
闘
鎖
し
て
お
り
ま
し
た

浅
総
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
企

瀬
展
を
計
禰
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
綱
絹
く
だ
さ
い
。

▼
醐
館
臼
　
護
月
26
臼
（
土
）

▼
醐
館
鰭
闘
　
午
萌
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
蒋
ま
で

▼
入
館
料
　
大
入
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
王
0
0
円

▼
休
館
9
　
毎
週
火
曜
沼

　　　醸響，潮躍鰯一1灘

　　　　　　麗纒　　顎醸

雛灘螺羅難、
騒鍵難難難難

垂

1　今奪も癒月第2よ曜8を

乎どもたちのための遊びの

i菰鵜として窃然教養繕セン

鼻ターを麗放いたしまず。

、※詳しいプGグラムと聴聞は
i　毎飼チラシでご粟内し蓉す・

乱、v輔、サ’．帥　　　＾酬恥．、－帖”　　肺輯鮒＿、酬輌＾、・，臨w　　猟・　’・

、
3

▼▼▼ね花散
会時鰯ごに歩5
場間β

5
月
磁
臼
（
水
）

午
崩
9
時
～
午
筋
雄
時

町
跳
体
育
館

月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、
お

に
出
か
け
ま
す
。
ど
ん
な
お

会
え
る
か
な
、
楽
し
み
で
す

・灘戯箋　　峯轍灘鑑
補跡事業を活驚して進めてまいりまし

た体8の公饒館麗放ですが、酔年度の利
矯状溌やアンケー一卜等の結果を考慮し、

今無度は毎趨t耀8のみの麗放とさせて
いただきまず、8曜8はド家族のaと
して、各象庭でゆっくりと過ごしていた
だければと思います。

平成15年度　教鍵・講座のご案内　一飾腕翻盤を盈かしでAライ！解

ゆ
　
　
と
　
　
り

　
　
　
　
松
之
密
鰭
生
濫
学
習
だ
よ
り
　
公
饒
館
歌
6
－
2
2
6
5

畢醸

灘

難

灘

講

教塞・講座名 主　　　な　　　内　　　容 簸　　9 対　　象

町艮講座 町の課題について学習しましょう。 5月～蓬月 町昆一般

女牲ネットワーク購会 雄の二一熊基づい燃灘を緬して1嚇，舗や鋤などいろんなことに繊しま凱 5月～3月 女　性

湯鳥大学 松之由郷のシルバーが死気に楽しく学びます。 5肩～胴鐸贋 65歳以上

チャレンジ湯鳥クラブ 松之寅町の自然や歴史など、様々なことを体験を通して学びます。 5月～3月 中学生までの親子

少無野球教整 野球の技術と協力性を学びます。 絹～鵬鍵鉾覇 小学4～6葎

少鐸陸上教塞 陸上の技術とマナーを学びます。 5月～30月 小学生

陶芸教蜜 一般・ゆと侵・親子の3つのコースがあります， 6月～3月 子供から大入

ふるさと歴史教整 町の歴史・文化について学びましょう。 5月～嘩2月 町昆一般

自主サークル活動のご案内 ～みなさんの参伽をお待ちしてい蓑すノ～
四繭」』画ヅ　　　　　づ「　▼　　び獅畷剛

教窯・講座名 主　　　な　　　内　　　容 期　　萄 朗　　象

生け花教霊 山野草を楽しく生1けて、心をリフレッシュしましょう。 絹～囎雛火螂 町艮一般

朗読教豊 楽しく朗読を学び、表現力を高めましょう。 4月～3月 子供から大人

エアロビクス教塞 エアqビクスでさわやかに体を動かしましょう。 婦～12薄毎慰懸 子供から大人

社交ダンス教墜 楽しいダンスを学びます。 4賊聯2鰍翻 騎艮一般

17

籔　
　
　
　

灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　　　嶽之薮麟㎝乙揚へ猟R

1㈲ ほのぼの教塞 16㈹ 松之山中学校がんばり遠足（予定〉

2㈹， 17㈹ 松之山温泉まつり

3dゆ
懇法配念葭　山菜残雪塾（浦照地区）（・5田まで

成人式（妹養村センター・隼蔚9時〉
18（日〉 ジンギスカン食べ放題〈大厳寺高様〉

4〈9〉 休臼救急当番〈漿立松代病院〉 19㈱
5㈲ こどもの8 20㈹
6㈹ 21㈱ エアロビクス

7憾〉 エアqビクス 22㈱ ほのほの教甕

8体〉
湯鳥大学入単式（休養村センター・隼繭蓬0鋳～）

ほのぼの教窯 23㈹
9（劒 24dゆ 探鳥集会（湯本温泉センター一・年莇7鋳〉

10dゆ 子供旗場（休養村センター闘放〉 25〈日〉 休段救急当番（松之山診療勝）

探鳥会（美入林・午前4時30分～〉

11㈲ 26（月）

12僑） 27侠）

13㈹ 28（㈹ エアqビクス

14（が○ ニコニコ教塞
工ア篇ビクス

29（お ほのぼの教整

15（菊 ほのぼの教豊 30㈹
31Gゆ

紙概勲襲懸》
　　　　　　8書間　午前9§寺より

　　　　　　会場　休養粒センター・

轍騰黙総罐
　　　　　　　　　　●写翼は昨年の成人式より

韓
期
9
　
5
月
⑱
縫
（
日
）

韓
期
9
5
月
π
田
（
土
）

今
無
も
イ
ベ
ン
ト
豊
塞
、

お
楽
し
み
に
鷲

※いずれも欝しくは驚観光脇会　費6－30顎まで

y6

l
o
り
O
O
F
I



穫

難
曙
溝

鐘

欝
　
　
　
．
轡

轡渉
繋 　

縫
　
　
　
　
　
　
　
轡

機

讐
篭
欝

嚢

綾
　
　
　
　
夢

5月号2003。No、327

霧織，

5拷弩の鵬醸2

難鍵講総黛嚢舞鋤驕識
　～段褄を蜜1醤した灘購i町磁輿慧滋？～　襲P＄

鎌難驚．灘灘野難駕
　～学校確呆欝斯で新しい奮溜量がスタート～　》P茎0～1ま

水梨纂落に待望のお嫁さん

　相沢羅之・幸子さんご夫婦

購灘難灘糠轍綜舞
　～東頚城が農業特鼠に揃定され素した～　勤P2～3

歌入継嘩難藷鱗
　～町（リフレッシュな瓢成人を紹介し濠す～　》P4～静

雛讐鋤辮激縫灘叢講幾
　～ワークショブが蜘まり談した～　》P7
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おめでた（出生）

さくらちゃん

おくやみ（死亡）

畔上修一一さん

志賀ミドリさん

俊藤　ツタさん

秘久井勝弥さん

涌井書平さん

長澤久吉・宏美さん

　　　　　松之山

92歳　藤　原〈小沢照）

9ま歳　松之由（ますや）

6王歳　天水越（撫　暮〉

88歳水梨（平釣〉
87歳　五十子平（縣騒敷〉

＊3月1黛から3月3工醸までの鰯出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届磁の時
　に窓む』1にお謡ください。

画◎斡琶

　　　　　3月3蝦理往

環
男
女
数

入
　
　
帯

総
　
　
世

3，0磁人（一20〉

！，488入　（一6）

1，573入　（一！4）

1，096戸（一3）

（）内は繭月との比較

　町民憲章　昭鵜，，無，月雛

わたしたちは松之山町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう、

町践の合書葉

！、美しい緑と警の中で
　　　　　　心豊1かな人になろう

1、ブナの精が触れ含うように

　　　　　　連館の心をもとう
1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　翻造の力を蔑めよう

温象建傭日
温馳ン9－1 の湯

4自 20・241 霊5・30

5目 8・221
　　　＝・噺礪｝．z、

35
霧

浩κ

遡縦醐になりましだ幽⑭

浦密保奮齎　うさぎ絹

槻㈱．翻・・麟

　　　事、

峯
覇

翼

劃
　　　　　　　さご　　　　　　　　　　てつひら
　　　　　　　妻1．　　本由　哲菰くん

　　　　　　　　　　（霧根・大和屡）
獣饗耀黙・一・　鵬

窃もちゃ①づκドーザーご

齢れごいるご2ろ

愚
　
　
　
　
灘

　　ゑダく
本由　佑くん

（∈B箋立・営下）

　ブ　　じ

縫翫
　　猛

ぽ（（じ2うた（れ（じじゃれ（轟れしこ、

オこ二こ≧っaしこし、る（じこiろ

3〆27松之山保溝駈楽躍式にて

総の燐麟　　　　　　が勲驚繊し蒙馴
職翼体制も決まり（P7参照〉、あとは「キョ環灘」の完成を待つばかりと

なりました。6月の竣工までは、役場内の仮事務漸で準備作業を進めて

います。お問い舎わせは次へ。　役場第4会議室　B6－31鎖（内線67）
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